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マルチメディア図書館のイメージ
ネットワークに接続された自分のマルチメディアパソコン(パーソナルコンピュータ)から世界中の情報に,あたかもそれ

が手もとにあるがごとくアクセスできるようになる｡

マルチメディア電子図書館の構想が,R米欧で検

討されている｡これは世界規模の計算機ネットワー

クに接続され,文献や資料などの膨大な知的財産を

蓄積する情報蓄積･検索サービスシステムである｡

これにより,ネットワークに接続された自分のマル

チメディアパソコンから,居ながらにして世界中の

欲しい情報に即座にアクセスすることが可能にな

る｡すでにインターネット上には多数のWWW

(World-Wide Web)削)と呼ばれる情報蓄積サーバ

が構築されており,そのためのクライアントソフト

ウェアMosaic紺を用いれば,それらサーバの情報に

アクセスして世界中から情報を入手することが可能

になりつつある｡

現在は紙やフイルムなどの媒体に記録されている

膨大な情報を逐次電子化(ディジタル化)し,テラバ

イト級の巨人なマルチメディアデータベースを構築

することも現実のものとなってきた｡容易な検索を

実現するためには,高度な検索技術が必要となり,

これらを目指したプロジェクトが日米欧で進行しつ

つある｡これにより,ネットワーク全体が実質的に

巨大な｢マルチメディア情報の蓄積貯蔵庫+となる｡
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n はじめに

マルチメディア情報処理技術,マルチメディア通信技

術,人容最記憶装置技術などの進展,およびマルチメデ

ィアパソコンのi‾副生能化と低価格化により,次一旦代の魅

力的な情報システムが現実のものとなってきた｡世界規

模の情報ハイウェイの実現を目指す冊界情報基盤(GII:

GlobalInformationInfrastructure)構想では,遠隔I失

瞭,淋事情幸臥 環境情報,および電子図書館などのシス

テムが有望なアプリケーションとして考えられており,

ト1米欧でその取組みが始まっている｡

ここでは,｢電子図書館+を取り上げて,そのシステム

概念と11立製作所が試作小の電子図書館プロトタイプシ

ステム"Cornucopia''(コーヌコピア)について述べる｡

囚 インターネットとマルチメディア電子図書館

計算機の件界規模ネットワークである｢インターネッ

ト+は,ここ数年,その規模と利用が急速に拡大し続け

ている｡近年,インターネットの商用利用が始まるとと

もに,WAIS(Wide-AreaInformation Servers)聯こう)や

WWWなどの情報蓄積･検索サーバと,それらのための

クライアントソフトウェアMosaicが出:呪し,利用の輪が

格段に広がった1)｡インターネットに接続されたパソコ

ンでMosaicを用いると,仙界巾に分散して存在している

WAISサーバやWWWサーバから必要な情報を手もと

に取り寄せて閲覧したり,印刷することができる｡

｢マルチメディア電子図書館+とは,このように世界に

開かれたネットワークに接続され,世界に情報を発信す

る新しい情事Iiサービスシステムの概念である｡このよう

なシステムは,歴史的･文化的に価値のある山文書,美術

作ぷ.,文献,フイルムなどの,人類の膨大な知的財産を電

子化して,検索可能なマルチメディア情報として蓄積･

管理する｡将来に向けては,ビデオやコンピュータグラ

フィックスで表現された知的財産も蓄積するようになる｡

田 マルチメディア電子図書館システムの構成

マルチメディア電子図書館システムは,情報の入九

蓄積,検索,配送,課金などの機能を備える,以下のサ

ブシステムで構成する｡(図=参月別｡

(1)メディア変換サフすシステム

メディア変換サブシステムでは,古文書,書籍,文献,

資料などの文書情報,さらには写真や映像,音声(古楽)

といった視聴覚情報を電子化してマルチメディアデータ

ベースに登録する｡これらの情報をディジタル化したテ

※1)WWWは,スイス･ジュネーブのCERN(L攻州共同原

子核研究機問)が開発した地球規模ハイパーテキスト

サーバである｡

※2)Mosaicは,米【tlイリノイ大学のNCSA(The Natiollal

Center fol-StlperCOmputing Applications)が開発し

たWWWのためのグラフィカルユーザー インタフェ

ースである｡

※3)WAISは,米国Thinkillg Machines祉がリー】心になって

開ヲ呈したJム城テキスト検索サーバのれ称である｡
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区= マルチメディア電子図書館システムの構成

ネットワーク上には多数のマルチメディア電子図書館が存在する｡ユーザーはいずれかにアクセスして,欲しい情報がどの図書館にあるのか

を所在データベースで検索することができる｡
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キスト,静.1L垣l,音声,動向データに変換することをメ

ディア変換という｡データ圧縮しながら偵本を忠実に再

現する変換技術や,山文吉の染みなどをl･!J復する｢デイ

エイジング(de-aging)+技術が求められる｡

検索を吋能にするためには,それぞれの情事馴こ対して,

タイトル,主題,作成者,出典などの書誌情報を登録す

る必要があり,データベース構築上の大きなコストを占

めている｡従来,八手によって行われるこのインデキシ

ング作業は,パターン認識などの情報処理技術によって

自動化することが考えられている2)｡情報の分類整理や,

情事附目互間の関連性細片1は蓄積情報の価値を高めるの

で,このための｢情報組織化+技術が重要である｡

(2)蓄積･検索サブシステム

マルチメディアデータベースは動画,静止画,文書な

どのマルチメディアデータを蓄積･管理する｡将来的に

は,テラバイト級の容量,数倍件の超大容量データを蓄

積し,同時に1,000クライアント以上の要求に実時間でこ

たえる必要がある｡巨大データの蓄積にはディスクアレ

一装置や光ディスクを用し-た3次記憶装置が,検索には

超並列コンピュータがそれぞれ利用される｡

検索サーバは,文献などのテキスト情事馴こ対して自由

な単語からの高速な全文検索を可能とする｡[川二製作所

の統合文書情報システム"Bibliotheca''(ビブリオテカ)

は,このような要求にこたえることができる3)｡あいまい

な情報からの意味的な知的検索は研究課題である4)｡静
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検索壷:検索の条件を入力してください

[き車覿

苛も1

フリーヤーづ-F 畦〉州ひく)pR

監禁二][ニコ⊂ニコ

愚
物

亡妻二二二二二

T∵7-

シ
ミ
ュ
し
ー
シ
ー
ン
苅
晋

中
角
田
常
用

H
P
丑
九
q
買
用

ゼ
W
-
W
胃
∬

車七壬以

l芯案貢㌍

[二重亘コ 匡妄互亘司

申

¢=式〉

検索 閲覧

個人

書庫
編集

令=宅>

止州や映像,または音声などのマルチメディア情事馴二つ

いては,将来的には内容からの｢マルチメディア内容検

索+も)Kめられる2)｡

(3)所在検索サブシステム

電了一図書館は惟界中に多数構築されていくので,R分

の欲しい情報がどの電子図書館にあるかを知ることがま

ず必要である｡ネットワークに結介される所在情報デー

タベースは,どのような情報がどの電子図書館に存在す

るのかを記録･管理する｡

将来は,このようにポインタだけを待った｢仮想電子

図書館+が専門分野ごとに多数登場し,競い合って｢権

威+ある書誌情報をサービスしていくようになると考え

られる｡最新の情報のポインタを常に世界中から集める

ことも｢情報組織化+の一つである｡

田 電子図書館プロトタイプシステム"Comucopia”

4.1 システムイメェジ

マルチメディア電了･図書館構想の一部を実現するプロ

トタイプとして提案する"Cornucopia”は,マルチメデ

ィア文書管理と全文検索にBibliothecaを用いる｡その利

用イメージを図2示す｡

利札者は,Mosaicクライアントから,Bibliothecaで管

理されるファイルの内容を高速な全文検索機能で検索で

きる｡検索条什に合致した文献リストから見たいものを

選択すると,その本文がネットワークを介して読み出さ

二′ノク
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図2 電子図書館システ

ム"Cornucopia”の利用イ

メージ

MosalcからBi帥othecaが

管‡里するマルチメディア文

書を検索して本文を表示さ

せることができる｡さらに,

必要な部分を個人用のスク

ラップブックに編集したり,

これらの文書を個人書庫に

格納することができる｡)
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れ,Cornucopiaクライアントによってブックメタファー

で表示される｡本文中の写真やビデオ映像は,マウスで

クリックすることによって別に表示させることができる｡

このシステムの一つの特長は,利用者の情報活動の支

援機能にある｡単なる検索操作の容易性を考えるのでは

なく,情報の収集,分類,調査,再利用という情報活動

全体を支援することをねらっている｡利用者は,検索で

得られた情報の一部を｢ノレッジスクラップブック

(Knowledge Scrapbook)+と名づける自分のスクラッ

プブックに仮想的に切り張りすることができる｡切り張

りは,情報の所在を示すポインタを記録する｢トランス

クルージョン(Transclusion)+という方法5)で行うので,

見るときに情報課金を行う方式とすることができる｡

このスクラップブックは自由に編集することができ,

再度開いて見たり,ネットワークを介して別の人に送付

することができる｡スクラップブックを開くと,システ

ムはポインタから自動的に悼惜報にアクセスして,あた

かもそこに情報があるかのように表示する｡また,スク

ラップブックの一部をクリックして全文情報を表示させ

ることができるので,再度,検索操作する必要がない｡

スクラップブックで見ることのできる情事馴ま世界から

集めた情報なので,それを格納する書庫は,いわば｢仮

想パーソナル電子図書館+であると言うことができる｡

4.2 文書イメージ情報の検索

Cornucopiaは,文書イメージの全文検索という特徴的

機能も持つ｡文書認識によって抽出したテキスト情報を

基に全文検索を行い,対応する文書イメージを表示する

方法をとる6)｡

文書認識の掛)を完全に無くすことは不可能なので,

認識で文字を確定できないときは複数の候補を残して認

識結果を格納する｡全文検索のときは,この認識結果に

残したあいまい性を利用して,認識誤りの影響を最小限

にして検索することができる｡検索画面例を図3に示す｡
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図3 文書イメージ検索の画面例

裏に格納しているテキスト情報を検索することにより あたかも

文書イメージを検索しているかのような感覚で全文検索が行える｡

B おわりに

マルチメディア電子図書館システムは,いわゆる｢図

書館+という既存の概念を越えた広い意味を持っている｡

著作権,課金といった課題の解決が求められる一方で,

これらにとらわれない情報も多く,企業内利用も含め,

世界規模での普及が進展していくものと考えられる｡

技術的には,内容からのマルチメディア検索,機械翻

訳による多言語検索,エージェントを用いた広域分散情

報検索などの検索高度化技術,著作権料決済方式や課金

方式,およびプライバシー保護などのシステム的な技術

課題を解決していくことが求められる｡

インターネットでの一部の先進的な利用が始まりつつ

あるものの,本格的な普及はこれからである｡有用かつ

価値の高い電子化情報を,ある規模以上に蓄積しながら

システムを構築することにより,このようなシステムの

有効性を今後も提案していきたい｡
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